
長野市とその周辺地域の食生活と調理器具の

保有および使用状況について

三　田　コ　ト

Ⅰ　はじめに

生活水準の向上につれて食生活が多様化して来

た。めし・つけもの・みそ汁の伝統的食事パター

ソは，肉・牛乳・卵・魚など動物性食品の摂取増

加によりいわゆる洋風化が進んだ。昭昭30年代ま

で続いた貧しいための栄養素不足は解消されて，

国民栄養調査の支出階層別栄養素等摂取量は，

各層ともに大部分平均栄養素冥量を上回ってい

る1）。食品摂取状況の支出階層による差も小さく

なっていて，別の要因によると思われる食品摂取

量の世帯間格差が大きい2）。世帯間格差の大きい

食品は，菓子・噂好飲料・牛乳・果実・線黄色野

菜などで，世帯間格差の小さい食品は，米・淡色

野菜・魚介・肉・卵であるといわれている。そし

て昭和50年代は飽食と伝える状態で，今63％の世

帯は食べすぎであると警告されているユ）。

この恵まれた食糧事情にあって「何をどのよう

に食べるか」は，各家庭や個人の自由選択で，食

事においても献立の多様化・個食化の債向が見ら

れる。家族の生活時間も調整しにくくなり共食は

減少している。

このように食生活は，食品摂取の面で，料理の

面で，食べかたの面で多様化して釆たがそれと食

事作りの道具である調整器具の保有と使用状況は

どうなっているのだろうか。

埼玉県農村部における石川の調査匿よれば昭和

43年には75％以上の家庭で保有している調理器具

は28種だったのが昭和58年では49種に増えている

という。都市家庭においても調理器具は増えてい．

る3）。

長野県は栄養水準では全国とはゞ同様の候向が

みられるが4），食べかたの面では伝統的なところ

があるように患われる。長野市周辺の地域では，

11月になると「おな洗い」なる行事が多くの家庭

で行われ，冬中の野沢菜渡の準備をしている。丸

なすの粕漬とともによく食べられている壊物であ

る。昭和56年度から3年間県ぐるみで実施された

減塩運動の影響か漬物の出現頻度は低くなった

が，副食のトップはみそ汁等の汁物を抜いて潰物

である4）。また「おやき」なる郷土食もよく家庭

でつくられている。野沢菜潰とおやきは長野県の

味の文化財であり市販もされている。おやきは長

野市内中学生のある家庭における得意な料理で

は，カレーライス・煮物・ハソバーグ・揚げ物に

次いで5位となっている5）。この調査による副食

で出現頻度の高かったものは，夕食で①つけも

の，⑦みそ汁，⑨サラダ・生野菜，④天ぷら・揚

げ物，①焼き魚，①炒め物，①焼き肉・ノ、ソバ

ーグ，ノ⑨煮物の順であった。主食は，飯が朝食の

63～70％と夕食の約75％，パソが朝食の25（ノ16

％，めんが夕食で約14％となっている。他に2種

以上の主食や主食なしがみられた。この地域のこ

のような食生活を支える食事づくりの道具である

調理器具の保有と使用状況について，地域の特色

があるのか，またどんな道具があればまにあうの

47



長野県短期大学紀要　第40号（1985）

表1調査蓑の津具

3．爾理器具について

次の喝理群具類の中であなたの家にあるものの番号を○でかこみ，最近まったく使っていないと息われるものには○の中に×をつけてください。

（例　○たわし⑳ジューサー）

なお，品物がわからない場合は△をつけてください。

1計量カップ　　　　　2　計丑ス7●－ソ

7　洗いおけ　　　　　8　水切りかビ

13　た　わ　し　　　　14　ふ　き　ん

18　出刃庖丁　　　　19　さしみ庖丁

ん・うす切り離）　　　　24　かつお節削り

28　せん抜き　　　　　29　ワイン按き

し半）　　　　　　　　　34　ミンチ（肉ひき著紛

39　ミキサージューサー　40　とますり器

（電動泡立器）　　　　　45　マ≡ナイザー

50　製めん機　　　　　51ポ　ー　ル

56　万能こしキ　　　　　57　みそこし

62　コーヒーこし器　　　63　フライ返し

68　パ　ッ　†　　　　69　すだれ（まきす）

74　にぎりずし塾　　　　75　押しずし塾

80　パ　イ　皿　　　　　81卓上漬物器

85　米　び　つ　　　　86　計量米びつ

8　ま　　　す

9　ざ　　　る

15　ふきんかけ

20　料理はさみ

25　卵切り器

30　と　い　し

35　くるみ割り

41チーズおろし器

46　もちつき器

52　の　し　板

58　油こし器

64　まこまじゃくし

70　野菜抜き塾

76　絞り出し口金

82　ガラス保存瓶

87　まほうぴん

ドア以上）　　　　　　91冷蔵庫（1つドア）　92　瑠用冷凍庫

4　はかり　　　　　　5　キッチンタイマー　6　羽理用温度計

ユ0　くず入れコ一一ナー　11ごみはけつ

16　牛刀庖丁（≡徳・鎌形も）洋庖丁含む

21ま　な　板　　　　22　皮むき器

26　フードプロセッサー（フードカッター）

31すりはち　　　　　32　すり　こぎ

361・、もつぶし昔詮　　　37　ミ　キサー

42　スケッパー

47　うす・きね

53　め　ん　棒

5g　レモンしぼり

65　穴じゃくし

71ライス型

77　ケーキ型

43　泡立て器

48　把〉ん・パンこね若き

54　粉ふるい

60　にんにくしぼり

66　あみじゃくし

72　茶の内型

78　7tリ　ン塾

ユ2　洗剤たわし入れ

17　某切り庖丁（和）

23　野菜切り帯くせ

27　缶　切　り

33　おろし金（おろ

38　ジューサー

44　ハンドミキサー

49　こ　ね　鉢

55　茶　ビ　し

61茶　こ　し

67　ゴムへヲ

73　おにぎり型

79　ゼリー型

83　密閉容器（グッパーなど）　　　　　　　　　84　つぼ・かめ

88　現先ボヅト　　　　89　寵気億温ポット　　90　冷凍冷蔵庫（2

93一かまど（へゥつい）・ぬかくど　　　　　　　　94　煉炭こんろ

95　しちりん　　　　　96　石油こんろ　　　　　97　簡易こんろ（ミニボンベ式）　　　　　　　　98　1ロガスこんろ　　99　テーブルこんろ

（2⊂・3口・グリル付きも）　　　　　　　　　100　ガスレンジ（上・ガステーブルと下・オーブンのセット）　　　　　101ガスオーブン

1陀　電気こんろ　　　　103　電磁調理轢　　　104　怒気レンジ　　　　ユ05　筍気オーブン　　106　奄子レンジ　　　107　オーブンレンも

コ08　コンビネーyヨyレンジ　　　　　　　　　　　109　オーブン†－スター　　　　　　　　　　　　　110　トースター　　　　111　ロースター

112　電気炊飯韓　　　113　ガス炊飯器　　　114　ジャー付怒気炊飯器　　　　　　　　　　　115　ジャー付ガス炊飯器

享16　取手ジャー（保温のみ）　　　　　　　　117　スロークッカー　118　怒気なべ　　　119　ホットプレート　120　コーヒーポッ†

121羽釜（かま）　　122　文　化　鍋　　　　ユ23　片手鍋（鞍・浅）　ユ24：両手鋭く探・浅）125　圧　力　鍋　　　126　フライパン

127　中　華　鍋　＿　　128　北　京　鍋　　　129　卵焼き器　　　180　無　水　約　　　131土　　鍋　　　132　耐熱ガラスなべ

ユ33　ほうろう鍋　▲　　ユ3i　ステンレス鍋　　135　銅　　弼　　　136　湯豆腐鍋　　187　すき焼き鏑　　　ユ38　天ぷら弼

二139　じんぎすかん鍋　140　火　嫡　子　　　141たこ焼き器　　　142　蒸　し　器　　143　スチーマー（ステンレス孝則申鮨自由）

144　せ　い　ろ　　　145　おとしぶた　　　146　焼　き　網　　　147　金　　由　　　148　鉄　き　う　　　　ー49　食器洗い椀

・150　食器乾塊韓

と協力ありがとうございました。

かを，「調理設備と一癖具などについての調査」（暗

唱58年10～12月。石川・平療・三田実施，調査地

域は東京とその周辺・名神・新潟・長野等）に参

加した長野市とその周辺地域のデータをもとに検

討したいと考える。

Ⅱ　調査対象および方法

′調査対象は長野商業高等学校女生徒の家庭で調

査時期は昭昭58年10月である。調査項目は，1家

庭構成・炊事担当者・食事場所・兵食回数などの

生活面，2炊事用熱源・給水・給湯設備等の設備

面，3調理器具についてである。▲調理津具は150

種について保有と使用を調査した。調査用紙は生

徒を通じて各家庭に配布し，生徒と炊事担当者に

より記入してもらい回収した。配布数230，回答
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数215であった。調理券具の種塀は表1のようで

ある。

Ⅲ　結果および考痙－

1　調査家庭のプロフィール

対象となった家庭を，長野市を中心に須坂市・

更埴市などの都市部（以下都市部とする）121戸

と，周辺の町村部（以下郡部とする）52戸と，農

業をしている家庭（専業と兼業，以下農村部とす

る）42戸に便宜上分けた。

▼全体的にみて父親なしの家庭19，母親なしの家

庭2となっており母親は全員が炊事担当者であ

る。高校生の母親なので40代が最も多い。父親の

炊事参加は都市部で6名，郡部で1名，農村部は

0である。その他の家族の炊事参加は娘34％（鹿
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村部46％），息子1名，祖母56．3％（64名車36名）

である。　　J

職業別では，都市部は雇用者66％，商工業16

％，雇用＋商工17％など。郡部は雇用者56％，雇

用＋商工15％，商工業10％などで，農村部は，農

業＋雇用74％　農業19％などである。

食事をする場所は　表2のとおりで，ダイニソ

グキッチソが多い。和式（坐って食べる）が都市

部で多馴こあり農村部は少なめである。

共食回数では蓑3のように40％前後の家庭で夕

食を毎日共食しているが，朝食では都市部で30．6

％が毎日共食　郡部・農村部は10％台である。

表31週間あたりの共食回数　（％） 

∵ �0　1　2　　3　　4　　5　　6　　7 

市部 �*��uｲ�33．119．02．5－5．02．54．1＿3．330．6 6．77．57．55．810．0ユ5．08．339．2 

部 �*�3X�C�3H�C�8h�C�8h�C����C店�Cs���Cr�uｳ8�Cス�Cs8�Cス�Cs���C3�x�C���CCC8�CB�

農村部 �*��38．126．2　7．12．4　0　　7．12，416．7 

夕 ������H�C��h�Cs�H�C8��x�C���CSx�H8cC��CR�

N＝2ユ5

家族数平均は，都市部4．27人　郡部4．79人，農

村部5．31人で廃村部は拡大家族が多い。

熱源は，100％近くがガス（都市・プロ／くソ）

で電気併鳳　石油・木炭・まき等の併用は都市部

14．8％，郡部15．3％，農村部28．5％である。

水道ほはゞ100％の家庭に普及している。家の

外でも洗いものが可能な家庭は都市部13％郡部25

％，農村部21％である。

台所への給湯については，都市部の8．3％，郡

部の3．8％，農村部の11．9％はなしで大体9割の

家庭に普及している。

2　調理器具の保有と使用状況

調査器具は，計測券具6・洗准器具11・切削器

具18・磨砕器具8・涯合挽拝津具17・炉過半具

9・成型器具13・保存器具13・加熱津具19・熱源

内蔵祭具9・受熱器具27の計150種である。保有

の平均は全地域平均78種に対して長野市と周辺で

は，都市部75種・郡部81種・農村部78種であった。

①保有率の高い調理器具について

75％以上の家庭で保有されていて使用率も75％

以上（使用数／保有数×100）の調理器具は表4

のようになった。◎印は90％以上の保有，○印は

75％以上の保有である。調査地域全域（N＝965）

の平均と長野市・周辺地域の保有について比較す

ると90％以上保有は全域で23種・都市部25凰　郡

部27種，農村部32種である。農村部は全域と比較

してます・はかり・くず入れコーナー・ごみはけ

つ・菜切庖丁・もちつき器・めん棒・蒸し器・と

いしが保有率90％以上となっている。今回の調査

家庭（N＝965）の中では単身家庭はごく少ない

（1・5％，長野地域0）ことがあるかも知れない

が，まな板と庖丁のない家庭は皆無である。

⑧保有率の低い調理器具

蓑5にあげた調理器具はとくに保有の少ないも

のである。これらは，より便利な器具が出来た

り，食生活（食習慣）に適しなかったり，なくて

もすむ器具であったり，普及がまだだったりする

ものである。保有率25％以下のその他の器具は表

6に示す。保有率の低い器具では不使用率（あっ

ても使わない）が高いことが多い。これらには家

電製品が目立つ。

㊥保有をしても不使用の調理器具

表5・6に見るよう‾に不使用率の高い調理辞具

は保有率の低いものが多い。一方，保有率は可成

のもので不使用率の高いものがあった。ひと時代

前によく使われたがより良い器具が出来たもの
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表4　保有率の高い調理津具

50

表5、とくに保有率の低い調理器具　（％）

長野市・周辺地域

都市部両部桓村部

○チーズおろし器

○電　磁　調　理　券

△電　気　レ　ソ　ジ

△コソビネーショソレ
ソジ

○ス　ローク　ッ　カー

○ス　チ　ー　マ　ー

○羽

北　　　京

○ス　ケ　ッ　パ

○ミソチ（肉ひき韓）

△フードプロセッサー

△ロ　ー　ス　タ　ー

△ハソド　ミ　キサー

オープン　レソジ

○は不使用率50％以上　△は不使用率25％以上

蓑6　保有率25％以下の調理器具（表5以外のもの）

○調理用温度計　△いもつぶし券

万髄こし辞　○めん・パソこ
ね韓

電気保温ポッ　○幕の　内型
ト

ガスオープソ　△たこやき券

○マヨナイザー

△にんにくしぼ
り

○かまど・へっ
つい

○煉炭こんろ

無　水　鍋　△銅　　　鍋　○しち　り　ん

専用冷凍庫

○は不使用率50％以上　△は不使用率25％以上

や，「小物でつい衝動買いしたもの等である。表7

はそのような調理群具である。ライス型・おにぎ

り型など米飯に関するものはこの地方共通に多

い。トースターはパソ食の普及の多い都市部で保

有率高く，保有の与は使われていない0トースタ

ーは，オーブントースターに移行しており，都市

部では全国レベルと同じ65％ほどの保有率であ

る。オーブソトースターの方は不使用率3％（都

市部）で活用されているが，郡部・農村部では

二
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46％の保有率，保有家庭の11′）13％では不使用で

ある。

40％以下の保有率であるが，不使用率37′一64％

のものにミキサー・ジューサー・ミキサージュー

サーの家電製品がある。

こね鉢と製めん磯は全地域の保有率15．6％を上

回って保有されている。これらの器具は都市部で

は保有率低く不使用率が高い。製めん磯は，農村

部の保有率52．3％と半分をこえるが保有家庭の与

は使ってない。生めん・ゆでめんも干めんと共に

市販されるようになっているのと手打ち志向とが

考えられる。こね鉢は郡部・農村部とも50％以上

保有しており不使用率は10％台である。

表7　調理券具の使用状況

保有率70′、ノ40％で不使用率の高いもの（％）

地域 �+ynﾈ�8�X�]9&闔b�

都市部　　郡　　部 劔偖y�ｩYB�

調理 器具　保有 剳s使用保有t不使用 劔]ｸ譎W8諍w��

かつお節削 り 鉄��C"�58．1 鉄������61．5 鉄x�C��62．5 

うす・きね ����H�C��｢�50．2 鼎��C2�47．7 鉄H�Cr�65．2 

ライス塾 鉄h�C��30．9 田��CR�40．6 鉄��C��42．8 

おにぎり塾 都��C"�44．9 都��C��34，4 田h�Cb�42．9 

押しずし塾 ���3��Ch�｢�31．3 鉄X�Cr�48・早 鼎X�C"�26．3 

トースター 田(�3��25．0 鉄X�Cr�37．9 鼎X�C"�21．0・ 

レモソ絞り 田��C��30．7 田��C"�22．2 鉄��CR�24．0 

こ　ね　鉢 ���3��CX�｢�29．8 鉄8�C��17．8 鉄��CX�B�12．0 

製めん横（26．4） �37．5 ���3H�Ch�｢�22．2 鉄(�H�C2�27．3 

不使用率は不使用／保有×100

④長野市と周辺地域の保有状況に特色ある調理

券具

蓑4（保有率の高い調理器具）から，この地域

により多く保有されている調理券具をみると，蒸

券・ます・菜切り庖丁・つはかめがあげられる。

更に保有率の差の多いものを表8に示す。皮むき

器・じんぎすかん鍋はこの地域で多く保有されて

いる。別の食事調査でもよく「じんぎすかん」な

る料理が出てくる。調査地域全域の保有状況に対

してこの地域に多く保有されているものは，概し

て農村部により多いが，トースターとおにぎり塾

は農村部に少ない。トースターは昔の名残りでこ

の地域の人々は捨てきれずにいるものと推測し

た。農村部にはトースターの普及がはじめから少

なかったのではないか。おにぎり塾の方は必要を

感じないくらい上手に早く出来る人が多いのでは

ないか。もちつき器・うすきね・こね鉢・製めん

境・のし板・めん棒・かまど・せいろからは日本

的な伝統塾食物の摂食が推測される。

この地域に少ないものには万能こし器や裏ごし

など料理をていねいに作るためのものとワイソ・

チーズ・コーヒーなどの洋風食生活に関するもの

があげられた。

都市部では郡部や農村部と比較して餅やめんの

製造に関する葬具は少なく食生活が画一化しっゝ

あるようであるが，つぼやかめを多く保有して獲

物などの保存食が多く地方色を残している。

表8　保有状況に地域差のある調理器具

（保有率％）

地域 剪ｷ野市・周辺地域 劔+(ﾛ�&��

調理津具 剴s市軸部 刹剔ｺ甲 �i�2�

長 野 儂x��-���*ｸ��ｮﾒ�86．7 涛h�C��　l 85．7 都��3B�

も　ち　つ　き　券 鼎H�Cb�80．7 涛��CB�40．6 

う　す・き　ね ��H�C��40．3 鉄H�Cr�20．8 

」　　ね　　　鉢 �3��CR�53．8 鉄��CR�25．8 

市 ��ｸ��-���/���_｢�26．4 �3H�Cb�52．3 ��X�Cb�

周 �,ﾈ������+X������L"�35．5 鉄X�Cr�78．5 鼎h�C"�

辺 �-�������/��X��e��71．0 塔h�CR�92．8 都8�C��

地 域 �*���,���*ﾈ��.�����70．2 都��C��66．6 鉄��Cr�

㌢こ． �,(��-ｨ�X*���-��82．6 塔H�Cb�85．7 田��C"�

多 い �*�-ﾈ�X,x�X-h,�,(*"�9．0 ��8�CB�38．0 ��(�C2�

せ　　　い　－　ろ ��H�C��28．8 鉄x�C��35．3 

ト　ー　ス　タ　ー 田(�C��55，7 鼎X�C"�48．8 

じんぎすかん鍋 �38�C��28．8 �38�C2�16．1 

ホ　ット　プ　レート 鉄8�Cr�63・4135・7 �54．8 

長 野 �8���48��5ﾈ��K(��*ｲ�64．4 田x�C2�59．5 都h�Cb�

市 �6��X5�*��H.ｸ+Xｮﾒ�6．6 ���C��2，3 ����C��

周　万　能　こ　し　券 �14．0 ����CR�7．1 �#H�CR�

辺 地 凛�������+(������+R�57．0 鉄��CR�59．■5■ 田x���H9��

域 �5(���ｸ��7����ｸ7ﾈ��6(6r�29．7 �3(�Cb�2ユ．4 鼎8�C��

に 少 ���ﾘ��4ｸ��8���5�>r�29．7　30．5　ユ9．0 剴Ch�C��

な い �+ﾘ��+���.(��*ｸ��ｭ��11．5 ��8�CB�9．5 �#X�C��
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3　基本的にはどんな謝理器具があれば日常食は

間に合うのか

150種の調理器具について保有と使用状況を見

て釆たが，農家の台所も都市部の台所もほとんど

差はない。農家でもかまどで毎日の食事を作るこ

とは例外で一応都市型の設備を持っている。

そこで何があれば間にあうか検討してみた。ま

蓑9　基本的な調理器具

・計量カ　ップ

・洗　い　お　け　・水切りかご　・ざ　　　　る

・た　わ　し　・ふ　き　ん　・ふきんかけ

・ま　な　板・i亘亘互l

・せ　ん　抜　き　・缶　切　り

・す　り　鉢　・す　り　こ　木　・おろし金

（おろし器）

・ボ　ー　ル　・泡立て器

・たまじゃくし　・フライ返し

菜　　箸

しゃもじ

・まほうぴん　・冷凍冷蔵庫

・フライパソ　・片手　な　べ　・両手　なべ

0蒸　し　券

自動炊飯器 ガスレソジ又はテーブルコソロ

菜箸としゃもじは全家庭保有とみて今回調査せず

○長野地方では蒸し券は90％以上の保有

表10　こんろ・自動炊飯器・庖丁の保有状況

（保有率％）
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ず表4の保有率の高い調理器具から，長野市・周J

辺地域と調査地域全域で共通して90％以上の保有

率の辞具を選出したのが表9である。いくつかの

種類をあげたので保有率が分散したが庖丁とこん

ろほ100％の家庭にあったので加えた。また柊と

んどの家庭では現在自動炊飯器を使用していたの

で加えた。蒸し器は大きいなべで代替出来る場合

が多くがこの地方では90％以上保有している。

こんろ・眉動炊飯券・庖丁の保有内訳は表10の

とおりである。炊飯器と庖丁に地域差が見られる。

郡部と農村部はガス炊飯券・電子ジャーの炊飯保

温が多く家族数から見ても炊飯量の多いことが推

察される。庖丁は前出のように郡部・農村部で菜

切りが多く使われている。都市部はやゝ少ない。

結居この基本的調理器具を使いこなせば直火癖

と天火焼以外は大体の調理は出来る。あとは自分

の食事作りの方針に従って，より便利で扱いやす

く上手に仕上がる調理器具をそろえればよい。食

生活の設計があってそれを実施しやすくする調理

♯具をそろえるようにしたいものである。日常食

用の調理器具と特別の場合使用の調理券具は分け

て収納し，使わない調理器具は処分するようにし

たい。

4　長野市とその周辺地域の食生活と調理器具に

ついて

今回の調理器具調査では，都市部・農村部それ

ぞれの食生活の特色が推察出来る結果が得られ

た。郡部は市部周辺の町村に居住の雇用者・商工

業者が多いグループなので，新しい器具を取り入

れる一方　伝統的葬具も保有し保有量は3地域で

は一番多かった。ます・フードプロセッサー・ラ

イス塾・おにぎり塾・押しずし型・レモソ絞り・

卵旅券・ワイソ抜きなどの保有率は3地域で最

高，1ドア冷蔵庫は31％の家庭で保有（冷凍冷蔵

庫を購入したとき漬物用などに残したものが多い

という）し，専用冷凍庫の保有も一番である。

農村部としたグループは農業に関係する家庭を

集めた。専業主婦は4．7％で最も少ない。伝統的
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尊具を多く保有して使用している。粉食をよく利

用するので関連の調理器具の保有が多いが，52％

も保有されている製めん磯も不使用率27％で多忙

なためめんの加工は家庭外へ出したものと考えら

れた。

都市部では伝統的調理津具は少なくなっている

（蓑8参）。そして朝食におけるパソ食は全国並み

である5）。この地方にかつてあった朝食重視の食

習慣も夕食偏重の今日的な食習慣に移行している

家庭が多い5）。

表日　食　事　　例

食事例1（農村部）　　　食事例2（都市部）

ごほん・みそ汁

卵焼き

酢なます

漬物　　　食

ごほん・みそ汁

野菜いため

カボチャの煮物

漬　物

肉うどん

フライ　　　　　　タ

野菜いため
食

おやつ・・・‥・おやき

ごほん・みそ汁

う′－チキソ

とろろ（おろし入）

トマト・レタス

漬　物

食パソ（ジャム・ノミター）

牛　乳

一昼は外食－

ごほん・みそ汁

卵どうふ・納豆

うなぎの蒲焼

凍　物

（S58．ユ1）　　　　　（S58．8）

この地方で行った食事調査から二つの食事例を

表11に．示す。最近は同じ食卓で異ったメニューを

食べたりしているが都市部の朝食はその例であ

る。この食事に使われる調理器具は前出の基本的

な調理幕具で足りる。パソ食をより快適にするの

に，オーブソトースター（都市部の保有率64．4

％）があり，トースターも6割の都市部の家庭で

保有されている現状である。

食品産業のめざましい発達により，家庭匿最後

まで残ると思われていた食事作りの仕事も少しず

つ何となく社会へ出て行っている。食生活は家族

が主体的に創造しているのでなく，企業の力で食

べる方向が決められている家庭も多い。そして台

所の調理器具は増えている。今回調査の保有平均

は78種そのうち使用しない津具の割合は12％であ

った。わが家の食生括スタイルを各家庭が主体的

に創造・選択しそれに適した台所の道具立ての設

計が望まれる。新しい調理器具の購入時には，わ

が家の食事様式にあわせて検討し買う買わないを

決めることが大切である。

また炊事担当者のほとんどを占める母親の就業

が都市部・郡部（非農家）で60％を越え，農村部

で95％であることを考えると，食事作りにおける

家族の協力の必要を感じた。それには，単純明快

で使いやすく家族に開かれた台所にし，わが家の

昧作りに便利な調理器具をそろえて家族の食事作

りへの関心を高めるのも一案ではないだろうか。

Ⅳ　まとめ

長野市および周辺地域の調理器具の保有状況と

その食生活を他地域の調査結果と比較検討した。

①ほとんどの家庭に炊事用燃料としてのガス

（都市ガス・プロ／くソガス）が普及している。給

水もほとんどが何らかの水道である。

㊤本調査では農村部・郡部・都市部の順にダイ

ニソグキッチソが普及している。

㊥共食については，毎日朝食を一緒にしている

のほ都市部で30．6％，郡部・農村部で18．7′、ノ16．7

％であり，夕食は40％前後であった。

④特に保有率の高い調理器具は全地域共通する

ものが大部分であり，使用率も高かった。

㊥特に保有率の低い器具は大体不使用率が高か

った。

㊥保有率70～40％で不使用率の高い調理器具に

は地域差がみられた。

①長野市・周辺地域で多く保有されている調理

器具には餅・めん・飯に関係する伝統的な食生活

用のものが多かった。またじんぎすかん鍋を髭の

家庭で陳有していた0

④長野市・周辺地域の食生活に必要な最少の調

理器具は28種と推定した。
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㊥長野市・周辺地域では本調査の150種の調理

券具についての保有の平均は，都市部75種・郡部

81種・農村部78種である。そして郡部に住む非農

家（以前農家であったと思われる）に、新旧多く

の調理器具が保有されている。葬具の保有状況か

らみると都市的でありかつ農村的でもある多様な

食生活が推測された。

㊥各家庭の食生活・食事様式を考え，主体的に

調理器具を選択することが望まれる。

＿　おわりに，本調査にご協力をいたゞいた長野商

業高等学校生徒の皆様と森かをる先生・笹井昭江

先生　適切なご助言教示をいたゞいた本学伊藤徳

54

教授・久保恩延助教授・広田直子助手に感謝いた

します。
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